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(57)【要約】
　金属層と樹脂層を含むラミネートシートを熱融着によ
って封止したパウチ型電池ケースの内部に設けられた電
極アッセンブリを有する電池セルが、パックケース内に
受容された電池パックであって；前記パックケースがフ
レーム部材からなり、前記フレーム部材内の電池セルを
受容する受容部が開放されていて、電池セルの向かい合
う両側封止部がフレーム部材の向かい合った両側部を覆
うようにして部材に設置され、かつフレーム部材の外表
面が保護フィルムによって被覆されて、電池セルがフレ
ーム部材に装着されている電池パック。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池セルを包含する電池パックであって、
　金属層と樹脂層を含んでなるラミネートシートで形成され、かつ、熱融着により封止さ
れたパウチ型電池ケースに配置された電極アッセンブリを有してなり、パックケース内に
配置されてなるものであり、
　前記パックケースが、
　前記電池セルを受容する受容部が開放されてなり、
　前記電池セルにおける反対側封止部が前記フレーム部材に配置されてなり、
　前記反対側封止部が、前記フレーム部材における反対側を被覆し、及び
　保護フィルムが前記フレーム部材の外表面に付与され、前記電池セルが前記パックケー
スに配置されてなる、構造に構築されてなる、電池パック。
【請求項２】
　前記パウチ型電池ケースが、高強度ラミネートシートで形成されてなる、請求項１に記
載の電池パック。
【請求項３】
　前記高強度ラミネートシートが、ポリマーフィルムの外側被覆層と、金属薄膜のバリア
ー層と、及びポリオレフィンの内部封止層とを含んでなり、
　前記バリアー層における金属薄膜がアルミニウム合金で形成されてなり、
　前記外側被覆層が、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）で形成されてなり、及び／又
はポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）で形成された層が外側被覆層の外表面に形成さ
れてなり、
　前記高強度ラミネートシートが６．５ｋｇｆ以上の針穴貫通力を有してなる、請求項２
に記載の電池パック。
【請求項４】
　前記バリアー層の厚さが２０～１５０μｍである、請求項３に記載の電池パック。
【請求項５】
　前記アルミニウム合金が、合金番号８０７９、ＩＮ３０、８０２１、３００３、３００
４、３００５、３１０４および３１０５からなる群から選ばれる少なくとも一つである、
請求項３に記載の電池パック。
【請求項６】
　前記外側被覆層の厚さが５～４０μｍである、請求項３に記載の電池パック。
【請求項７】
　前記外側被覆層のポリマーフィルムがＰＥＮで形成されてなり、及び、
　前記外側被覆層のポリマーフィルムがＰＥＮで形成されていない場合、配向ナイロンフ
ィルムで形成されてなるものである、請求項３に記載の電池パック。
【請求項８】
　前記保護フィルムが高強度フィルムである、請求項１に記載の電池パック。
【請求項９】
　前記高強度フィルムが高強度ラミネートシートである、請求項８に記載の電池パック。
【請求項１０】
　前記フレーム部材が、前記フレーム部材の上端部内側に、前記フレーム部材の上端部に
対応する形態で形成された保護回路モジュール（ＰＣＭ）を備えてなる、請求項１に記載
の電池パック。
【請求項１１】
　前記フレーム部材が、前記フレーム部材の前部に開口部を備えてなり、
　前記開口部を介して外部出入力端子が外部に露出してなり、
　前記ＰＣＭがフレーム部材に設けられ、前記ＰＣＭが前記ＰＣＭの上端部に接続端子が
配置されてなり、
　前記電池セルの上端封止部を垂直に折り曲げ、その後に、前記電池セルの電極端末を水
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平に折り曲げることにより、前記電池セルの電極端末と前記ＰＣＭの接続端子とを電気的
に接続してなる、請求項１０に記載の電池パック。
【請求項１２】
　前記フレーム部材と前記ＰＣＭとがインサート射出成型によって一体成形されたもので
ある、請求項１０に記載の電池パック。
【請求項１３】
　前記電極アッセンブリが、積層又は積層／折り畳み型の電極アッセンブリであり、及び
、前記電極アッセンブリが、反対側の主表面上に安全部材を備えてなる、請求項１に記載
の電池パック。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は大容量電池パックに関するものである。詳しくは、電池セルを包含する電池パ
ックであって、
　金属層と樹脂層を含んでなるラミネートシートで形成され、かつ、熱融着により封止さ
れたパウチ型電池ケースに配置された電極アッセンブリを有してなり、パックケース内に
配置されてなるものであり、
　前記パックケースが、
　前記電池セルを受容する受容部が開放されてなり、
　前記電池セルにおける反対側封止部が前記フレーム部材に配置されてなり、
　前記反対側封止部が、前記フレーム部材における反対側を被覆し、及び
　保護（被覆）フィルムが前記フレーム部材の外表面に付与され、前記電池セルが前記パ
ックケースに配置されてなる、構造に構築されてなる、電池パックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　モバイル機器に対する技術開発と需要が増加するにつれて、機器のエネルギー源として
の二次電池に対する需要も急速に高まってきている。なかでも、高いエネルギー密度と放
電電圧を持つリチウム二次電池は多くの研究がなされ、現在では市販されて広く用いられ
ている。
【０００３】
　リチウム二次電池は一般に外観から、円筒型電池、角型電池、パウチ型電池に大別され
る。
【０００４】
　また、電解質の形態からリチウムイオン電池、リチウムポリマー電池などに分類される
こともある。モバイル機器の小型化が進むにつれて、比較的厚さが薄い角型電池やパウチ
型電池の需要が増加している。
【０００５】
　また、電池パックは一般に、二次電池のケースへの装着方法によってハードパックと内
装パックに大別されることもある。
【０００６】
　ハード電池パックは、設置する外部機器の外装の一部となるような形態をとるため、使
用する際に簡単に取り付けられるという利点がある。しかし、その一方、電池セルを装着
するケースを、設置する外部機器の種類に合わせて設計しなければならない。その結果、
ハード電池パックの製造コストは高く、さらに外部機器に対する汎用性も低い。
【０００７】
　これに対して内装パックは、外部機器に取り付けた後にカバーで被覆されて外部機器の
一部になる。その結果、外部機器に取り付けるのが比較的面倒ではあるが、設計が簡単で
、製造コストが安く、外部機器に対する汎用性も高いという利点がある。
【０００８】
　角型電池やパウチ型電池は、内装電池パックの本体である電池セルとして広く用いられ
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ている。角型電池は、アルミニウム製やステンレス製容器内に設けられた電極アッセンブ
リを有する電池である。また、パウチ型電池は、アルミニウムやラミネートシートででき
たパウチ型の電池ケース内に設けられた電極アッセンブリを有する電池である。パウチ型
電池は軽量で、製造コストが安く、容量や出力に応じて簡単に変形できるので、近年にな
って需要が増している。
【０００９】
　図１と図２には、パウチ型電池セルを内蔵する従来の内装電池パックの見取り図と分解
見取り図を、それぞれ示した。
【００１０】
　これらの図で、電池パック１０は、陽極、陰極およびセパレーターからなる電極アッセ
ンブリを電解質とともに封止した状態で内蔵する電池セル２０、電池セル２０を受容する
ためのスペースを内部に有するパックケース本体３０、電池セル２０を受容したパックケ
ース本体３０の天蓋部に接合して電池セル２０を封止する天板４０、からなっている。パ
ックケース本体３０と電池セル２０との間および天板４０と電池セル２０との間は、それ
ぞれ両面テープ５０で固定される。
【００１１】
　電池パックケース３０、４０によって、パウチ型電池セル２０は機械的強度不足を補っ
ているが、電池セル２０の大きさは電池パックケース３０、４０のため制約され、そのた
め、電池パックの総容量も制限される。さらに、パックケース本体３０と天板４０は超音
波溶接によって接合されるため、本体３０と天板４０が互いに接合する接合面を形成でき
るように、本体３０、天板４０は特定の厚さになるように製造しなければならない。その
結果、電池パックの体積は大きくなってしまう。
【００１２】
　そのため、近年、電池パックの容積を最小化するとともに強度を効果的に補うことを目
的として、電池セルの外表面全体をすっぽりカバーする箱型のパックケースに代わって、
セルの側面のみをカバーする枠型のパックケースが多く用いられるようになってきている
。例えば、日本特許出願第２００４－００９４６３３号には組体タイプのパウチ型ケース
が開示されている。このケースは、電極アッセンブリを設けた受設部がある第１部位、電
極アッセンブリの外部に露出した表面をカバーするように第１部位から伸びた第２部位、
第１部位をカバーするとともに第２部位と部分的に接触するように第２部位から伸びた第
３部位、および第３部位によって第１部位がカバーされるよりも前に受設部の外表面をカ
バーするように電池セルに装着されたフレーム部材からなっている。また上記の出願では
、さらに、分離タイプのパウチ型ケースも開示されている。このケースは、電極アッセン
ブリを設けた受設部を有する第１部材と電極アッセンブリの外部に露出した表面をカバー
する第２部材からなっていて、第２部材は第１部材を封止するための第１部位と、第１部
材の外表面をカバーするように第１部位から伸びた第２部位からなっている。
【００１３】
　上記のような構造を持つ電池パックでは、パックの外表面が付加的な保護部材で被覆さ
れていないので、パック材の折り曲げ部分や接合部分が外部に露出している。そのため、
電池パックの表面は滑らかではない。これは、利用者や技術者のけがの主な原因になり、
電池パックを使用したり製造したりする際に利用者や技術者の安全を脅かすものになりか
ねない。さらに、電池パックに装着された電池セルの外装はフレーム部材によって維持さ
れていて、セルの強度はフレーム部材で補強されているものの、フレーム部材で保護され
ていないセルの天蓋部と底部は、機械的強度の低いパック材で覆われているだけである。
従って、所望の強度を達成することは不可能である。
【００１４】
　一方、リチウム二次電池には種々の可燃性材料が含まれているので、過充電、過電流、
あるいはその他の物理的な外衝撃によって過熱したり爆発したりする恐れがある。すなわ
ち、リチウム二次電池の安全性はきわめて低い。そこで、過充電などの異常状態を効果的
に監視するために、電池セルには保護回路モジュール（ＰＣＭ）が接続されている。
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【００１５】
　このＰＣＭは、一般に溶接または半田付けによって導電性ニッケル板を介して電池セル
に接続されている。詳しく述べると、ニッケル板を保護回路の電極タブに溶接または半田
付けによって接合してから、電池セルの電極端末に溶接または半田付けして接合する。こ
のようにして、電池セルに保護回路を接続して電池パックを製造する。
【００１６】
　しかし、この場合、電池パックを製造するために、数回にわたって溶接や半田付けを行
わなければならない。二次電池は微細な構造を持つので、溶接や半田付けは極めて精密に
行う必要があり、そのため、電池を損傷する危険性が大きくなる。さらに、上記の工程を
追加することで製造コストも増加する。
【００１７】
　従って、パウチ型電池セルを内蔵する電池パックの強度を根本的に補い、電池パックの
容量を効果的に増大し、さらにパックの組み立てを簡単にして、製造コストの低減を可能
にする技術の必要性が高まっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　従って、本発明は上記の問題および未だ解決されていないその他の技術的問題を解決す
るためになされたものである。
【００１９】
　特に、本発明の目的は、箱型ケースのような従来のパック保護部材を用いることなく、
所望の強度を有し、同規格レベルで比較して大きな容量の電池パックを提供することにあ
る。
【００２０】
　また、本発明の目的は、製造コストを低減できるような簡単な組み立て工程で製造でき
る電池パックを提供することにもある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明によれば、上記およびその他の目的は、電池セルを包含する電池パックであって
、
　金属層と樹脂層を含んでなるラミネートシートで形成され、かつ、熱融着により封止さ
れたパウチ型電池ケースに配置された電極アッセンブリを有してなり、パックケース内に
配置されてなるものであり、
　前記パックケースが、
　前記電池セルを受容する受容部が開放されてなり、
　前記電池セルにおける反対側封止部が前記フレーム部材に配置されてなり、
　前記反対側封止部が、前記フレーム部材における反対側を被覆し、及び
　保護（被覆）フィルムが前記フレーム部材の外表面に付与され、前記電池セルが前記パ
ックケースに配置されてなる、構造に構築されてなる、電池パックによって達成できる。
【００２２】
　すなわち、本発明の電池パックは、付加的な保護部材を用いることなく構成されている
ので、組み立て工程が簡素化され、製造コストが低減されるとともに、パック自体をより
薄く、よりコンパクトな構造にすることができる。さらに、電池セルが安全にパックケー
ス内に受容されるため、本発明の電池パックは外部からの衝撃に対しても安全である。こ
れら本発明の利点は、電極アッセンブリを内部に設ける電池ケースとして、好ましくは高
強度ラミネートシートを用い、電池セルを装着するフレーム部材を電池ケースの両側封止
部に固定することで得られる。
【００２３】
　好ましい態様では、パウチ型電池ケースは高強度ラミネートシートで構成する。この高
強度ラミネートシートは、ポリマーフィルムの外側被覆層、金属薄膜のバリアー層、そし
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てポリオレフィンの内部封止材層からなっていることが好ましい。バリアー層の金属薄膜
はアルミニウム合金製で、外側被覆層はポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）製かつ／ま
たは外側被覆層の外表面にポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）層が形成される。高強
度ラミネートシートは６．５ｋｇｆ以上の（耐/）針穴貫通力を持つ。ラミネートシート
の詳細については、本発明の出願人によって出願された韓国国際特許出願ＰＣＴ／ＫＲ２
００５／３４３６号に開示されている。この出願で開示されていることは、引用すること
で本明細書に完全に記載されたものとして本明細書内に組み込まれるものとする。
【００２４】
　高強度ラミネートシートの金属薄膜は、物質の混入や漏れを防ぎ、電池ケースの強度を
改善する働きがある。すなわち、金属薄膜は、外側被覆層あるいは外側被覆層の外表面に
付加的に形成された樹脂層とともに、ラミネートシートの強度を高めている。
【００２５】
　針穴貫通力とはＦＴＭＳ１０１Ｃの方法によって測定された耐貫通力を意味する。従来
のラミネート型電池ケースの耐針貫通力は５．０ｋｇｆ程度であったのに対して、本発明
の電池ケースは６．５ｋｇｆ以上、好ましくは６．５～１０．０ｋｇｆ、より好ましくは
７．０～８．５ｋｇｆの耐針貫通力を持つ。この耐針貫通力の範囲は、損傷の危険に対し
て電池の安全を守れる範囲であると考えられる。
【００２６】
　ラミネートシートの強度を増す一助を担っているバリアー層の厚さは２０～１５０μｍ
である。もしバリアー層が薄すぎると、針の貫通を阻止したり、強度を補強したりするこ
とが難しくなるので好ましくない。また、厚すぎると、バリアー層の加工性が低下すると
ともにラミネートシートが厚くなるので好ましくない。
【００２７】
　バリアー層を構成するアルミニウム合金は、合金の成分によって異なる強度を示すこと
が多い。例えば、合金番号８０７９、ＩＮ３０、８０２１、３００３、３００４、３００
５、３１０４および３１０５からなる群から選ばれる少なくとも一つの合金を用いること
ができるが、これに限定されるものではない。特に、合金番号８０７９、ＩＮ３０、８０
２１、および３００４はバリアー層のアルミニウム合金として好ましく用いられる。
【００２８】
　外側被覆層のポリマーフィルムの厚さは５～４０μｍであることが好ましい。もし外側
被覆層が薄すぎると、十分な強度が得られないので好ましくない。また、厚すぎると、ラ
ミネートシートが厚くなるので好ましくない。本発明では、外側被覆層のポリマーフィル
ムとしてＰＥＮフィルムを選択することができる。また、ＰＥＮフィルムでないならば、
配向ナイロンフィルムを外側被覆層のポリマーフィルムとすることが好ましい。
【００２９】
　さらに、外側被覆層の外表面はＰＥＴ層で被覆してもよい。その場合、ＰＥＴ層の厚さ
は５～３０μｍであることが好ましい。もしＰＥＴ層が薄すぎると、ＰＥＴ層を設けても
補強の効果を得ることが難しくなるので好ましくない。また、厚すぎると、ラミネートシ
ートが厚くなるので好ましくない。
【００３０】
　ＰＥＮフィルムを外側被覆層として用い、その外表面にＰＥＴ層を設けることは必ずし
も必須ではないが、そのどちらかを選択して十分な針穴貫通性を得ることは必要である。
もちろん、両者を同時に採用して、ラミネートシートをさらに補強することもできる。
【００３１】
　内部封止材層は、厚さ３０～５０μｍの無延伸ポリプロピレン（ＣＰＰ）フィルムであ
ることが好ましい。
【００３２】
　上記のような構造を持つラミネートシートは極めて高い強度を有し、そのため、シート
それ自体で、付加的な保護部材を用いることなく、強い引っ張り強度、優れた耐衝撃性、
高い耐久性といった電池パックに求められる機械的特性を満足させることができる。
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【００３３】
　このようなラミネートシートは様々な方法で製造することができる。例えば、それぞれ
の層を構成するフィルムや金属薄膜を順に積層し、互いに接合すればよい。接合はドライ
ラミネート法あるいは押出しラミネート法によって行うことができる。ドライラミネート
法は接着剤を乾燥させる方法で、まず材料の間に接着剤を配し、予め定めておいた室温よ
りも高い温度を加え、熱ローラを使って両材料に予め定めておいた圧力をかけて両者を接
合するものである。また一方、押出しラミネート法は、まず材料間に接着剤を注入してか
ら、室温で加圧ローラを使って両材料に予め定めておいた圧力をかけるものである。
【００３４】
　本発明の電池パックでは、保護フィルムとして、例えば、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリ
プロピレン（ＰＰ）あるいはポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）などのポリマー樹脂
や薄い金属材料を用いることが出来る。保護フィルムはポリマー樹脂のフィルムであるこ
とが好ましい。電池パックの厚さ、保護部材としての機能を考慮すると、保護フィルムの
厚さは０．０５～０．３ｍｍ程度であることが好ましいが、これに限定されるものではな
い。
【００３５】
　保護フィルムは電池セルを固定、維持するとともに、外部から電池セルを保護する働き
をする。さらに保護フィルムには、電池パックの構成、使用法、成分などを記すラベルと
しての機能もある。
【００３６】
　使用環境によっては、保護フィルムは高強度フィルムで出来ていてもよいし、上記した
高強度ラミネートシートと同じ構造で構成されていてもよい。その場合、パウチ型電池ケ
ースはアルミニウムラミネートシート製であってもよい。
【００３７】
　上記したように、パウチ型電池ケースおよび／または保護フィルムは電池パックの強度
を補強するために高い強度の材料で出来ていてもよい。例えば、高強度ラミネートシート
のパウチ型電池ケースを用いる場合、保護フィルムは一般に用いられている従来の保護フ
ィルムであってもよい。また、保護フィルムが高強度フィルムで出来ている場合、パウチ
型電池ケースは一般に用いられている従来のパウチ型電池ケースでもよい。もちろん、パ
ウチ型電池ケースと保護フィルムの両方とも高強度材料製であってもよい。
【００３８】
　本発明によるパックケースは、電池本体の側部のみをカバーして受容するスペースを内
部に設けたフレーム部材による枠型形態をしている。
【００３９】
　フレーム部材の上端部内側には、フレーム部材の上端部に合わせた形態に形成した保護
回路モジュール（ＰＣＭ）を設けることが好ましい。フレーム部材の上端部内側は、電池
セルを装着した際にセルの電極端末に対応する部位である。フレーム部材と電池セルを組
み合わせる時には、同時にフレーム部材上端部内側にあるＰＣＭをセルの電極端末に接触
させる。
【００４０】
　上記の構造では、フレーム部材の前部に開口部を設けて、そこから外部出入力端子が外
部に露出するようにすることができる。また、フレーム部材に設けられるＰＣＭには、上
端部に接続端子を設けることができる。すなわち、電池セルの上端封止部を垂直に折り曲
げ、その後、セルの電極端末を水平に折り曲げて、ＰＣＭの上端部に形成された接続端子
と直接に接続する。この時、ＰＣＭの接続端子と電池セルの電極端末は、融着などの付加
的な接続工程なしに、単に電池セルをフレーム部材に装着するだけで、互いに接続するこ
とができる。さらに、電池セルと電気的に接続したＰＣＭの外部出入力端子は、開口部を
通して外部に露出していてもよい。
【００４１】
　すなわち、フレーム部材は前部に開口部を有し、ＰＣＭは上部に接続端子を持ち、ＰＣ
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Ｍの外部出入力端子は開口部を通して外部に露出している。従って、電池セルの電極端末
を予め定めてある形に折り曲げて、フレーム部材に装着することで、簡単に電気接続と組
み立てとを完了することができる。
【００４２】
　フレーム部材は、例えば、インサート射出成型によって内側上部にＰＣＭを有する一体
構造にして製造してもよい。
【００４３】
　本発明によるフレーム部材の前部は、保護フィルムによって被覆されない末端面である
。フレーム部材の前部は、ＰＣＭが設けられる上端の外側表面であることが好ましい。Ｐ
ＣＭの上端部はフレーム部材や電池セルとは接触しない、開放表面の一つである。
【００４４】
　パックケースの材料については、パックケース内に受容された電池を保護できる材料で
あれば特に制限はない。例えば、ポリカーボネート（ＰＣ）やポリアクリロニトリル－ブ
タジエン－スチレン（ＡＢＳ）のようなポリマー樹脂材料やステンレス鋼（ＳＵＳ）のよ
うな金属材料を用いることができる。
【００４５】
　電極アッセンブリについては、複数の電極タブが接続されて陰極と陽極を構成する構造
になっていれば特に制限はない。電極アッセンブリは、積層もしくは積層／折りたたみ構
造になっていることが好ましい。積層型電極アッセンブリは本発明の関連する分野では良
く知られており、従って、その詳細についての記述はここでは省略する。また、積層／折
りたたみ型電極アッセンブリについての詳細は、本発明の出願人によって出願された韓国
特許出願第２００１－００８２０５８号、第２００１－００８２０５９号および第２００
１－００８２０６０号に開示されている。これらの出願で開示されていることは、引用す
ることで本明細書に完全に記載されたものとして本明細書に組み込まれるものとする。
【００４６】
　電極アッセンブリは、その向かい合う主表面上に安全部材を備えていることが好ましい
。例えば、安全部材は、陰極端末と電気的に接続した金属シート（シートＡ）、陽極端末
と電気的に接続した金属シート（シートＢ）、および、これら２枚の金属シートの間に配
置された絶縁シートからなっている。
【００４７】
　安全部材の２枚の金属シートは、それぞれ電極アッセンブリの陰極、陽極を構成する集
電体と同じ金属からなっていてもよい。例えば、シートＡは使用する活物質を含有しない
アルミニウム箔で、シートＢは使用する活物質を含有しない銅箔で構成される。本発明に
よる安全部材内の２枚の金属シートは活物質を含まないで、それぞれ陰極、陽極の端末に
電気的に接続しているため、針状の物体が電極アッセンブリに押しつけられたり、貫通し
ようとしたりした時に、まず、最初に互いに接触して微細な短絡回路を作る。これによっ
て、電池の安全性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４８】
　上記およびその他の目的、本発明の特長およびその他の利点は、添付した図面を参照し
た以下の詳細な記述によって、より明快に理解することができる。
【００４９】
　以下に、添付した図面を参照しながら本発明の好ましい態様について記述する。しかし
、本発明はここで説明する態様に限定されるものではない。
【００５０】
　図３には、本発明の好ましい態様である電池パックに好ましく用いられるパウチ型電池
の一例を正面図で示した。図３のパウチ型電池は、一般に用いられている従来のパウチ型
電池とほぼ同じであり、従って、本発明の特徴は以下に記述する点だけである。
【００５１】
　パウチ型電池１００の電池ケース内部には電極アッセンブリが設けられていて、パウチ
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型電池１００の上端部および向かい合う両側部には封止部１１０、１２０および１３０が
形成されている。本発明では、フレーム部材に電池セル１００を装着する前に、上端封止
部１１０を破線にそって、電極アッセンブリを設けた受設部１４０に向い合うように垂直
に折り曲げる。図４には、このようにして折り曲げた電池セル１００の見取り図を示した
。
【００５２】
　図４に示したように、電池ケースは２つの積層体で構成されている。第１の積層体Ａは
、配向ナイロンフィルム（ＯＮｙ）の外側被覆層１００ａ、アルミニウム合金製のバリア
ー層１００ｂ、無延伸ポリプロピレン（ＣＰＰ）製の内部封止材層１００ｃ、ポリエチレ
ンテレフタレート（ＰＥＴ）製の最外層１００ｄからなって、外側被覆層１００ａの外表
面は最外層で被覆されている。第２の積層体Ｂは、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）
製の外側被覆層１００ｅ、アルミニウム合金製のバリアー層１００ｂ、およびＣＰＰ製の
内部封止材層１００ｃからなっている。電池ケースを熱融着する際に、ケース本体の内部
封止材層１００ｃとカバーの内部封止材層１００ｃとは互いに融着されて封止部を形成す
る。
【００５３】
　図３に示したように、電池セル１００をフレーム部材２００に合わせて、両側封止部１
２０と１３０を矢印で示した向きに垂直に折り曲げて、電池セル１００とフレーム部材２
００との結合を補強する。両側封止部１２０と１３０がフレーム部材２００を覆うように
することで、電池セルのフレーム部材への装着が完了する。
【００５４】
　上端部の封止部１１０は、図４に示したように垂直に折り曲げられ、さらに図５に示し
たように水平に折り曲げられる。この折り曲げが簡単に行えるように、上端封止部１１０
と両側封止部１２０、１３０の重なる部分１６０は切り落しておく。重なり部分１６０の
切り取る大きさは、電極アッセンブリへの封止性が損なわれない範囲にとどめておいても
よい。
【００５５】
　上端封止部１１０の幅ｗ１は、受設部１４０の高さに等しいか、または、より大きいこ
とが好ましい。また、両側封止部１２０、１３０は、図５に示したように、フレーム部材
２００を覆うように垂直に折り曲げられる。従って、両側封止部１２０、１３０は、従来
のパウチ型電池の封止部の幅よりも、例えば、フレーム部材の厚さの分だけ広い幅ｗ２で
形成することが好ましい。
【００５６】
　図４から図６は、図３の電池を用いた、本発明の好ましい態様である電池パックを製造
する工程を、一般的に説明した見取り図である。
【００５７】
　これらの図に示したように、電池パック５００は以下のような工程で制作することがで
きる。まず、電池セル１００を、上端封止部を垂直上向きに折り曲げてフレーム部材２０
０にあてがう。このフレーム部材２００は、電池セルの受設部１４０の外表面を覆い、か
つ、天蓋部と底部が開放されているような構造を持っている。次に、上端封止部１１０か
ら突き出した電極端末１５０、１５２を水平下向きに折り曲げて、フレーム部材２００の
接続端子２１０と接触させる。続いて、向かい合った両側封止部１２０、１３０を、フレ
ーム部材２００を覆うように垂直上向きに折り曲げる。さらに電池セル１００の電極端末
１５０、１５２がフレーム部材２００の接続端子２１０に接続している部分に絶縁フィル
ム３００を貼り付ける。最後に、保護フィルム４００を電池セル１００とフレーム部材４
００の外表面に貼って被覆する。上端封止部の電極端末１５０、１５２は、向かい合った
両側封止部１２０、１３０を折り曲げた後で折り曲げてもよい。
【００５８】
　電池セル１００の向かい合う両側封止部１２０、１３０はフレーム部材２００を電池セ
ル１００に取り付けた後で折り曲げる。従って、フレーム部材２００を電池セル１００に
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取り付ける際には、向かい合う両側封止部１２０、１３０は受設部１４０の外側底端から
外へ突出したようになっている。すなわち、フレーム部材２００は上から電池セル１００
に被せるように嵌め合わせて、それから電池セル１００の向かい合う両側封止部１２０、
１３０に位置を合わせる。
【００５９】
　フレーム部材２００は上端部内側にＰＣＭ（図示せず）を具備している。また、フレー
ム部材２００には小窓２４０が設けられていて、そこから外部出入力端子２２０が外側に
露出している。さらに、小孔２５０も設けられていて、そこからテスト点２３０が外部に
露出している。ＰＣＭに接続している接続端子２１０はフレーム部材２００の上端部に形
成される。図６に示したように、電池セル１００の電極端末１５０、１５２は水平に折り
曲げて、フレーム部材２００の接続端子２１０に接続する。従って、ニッケル板のような
、電極端末１５０、１５２と接続端子２１０とを相互接続するための接続部材を特に用意
する必要はなく、電極端末１５０、１５２と接続部材とを、また、接続端子２１０と接続
部材とを、それぞれ接続するための融着や半田付けなどの付加的な工程も省くことが出来
る。もちろん、融着や半田付けを行って、電極端末１５０，１５２と接続端子２１０との
接続を安定、確実なものとしてもよい。しかし、それでも、電極端末１５０，１５２と接
続端子２１０とを融着したり半田付けしたりすることは、電極端末１５０，１５２と接続
部材、また、接続端子２１０と接続部材とを、それぞれ融着したりや半田付けしたりする
よりも、はるかに簡単である。
【００６０】
　電池セル１００とフレーム部材２００の外表面は、フレーム部材２００の上下端部を除
いて、保護フィルム４００によって被覆される。フレーム部材２００の上端部には、ＰＣ
Ｍの外部出入力端子とテスト点２３０が設けられている。また、フレーム部材２００の下
端部は、上端部と向かい合う部分である。保護フィルム４００によって、電池セル１００
とフレーム部材２００の結合力がさらに補強されるとともに、電池セル１００に存在する
複数の隙間、例えば、両側封止部１２０，１３０とフレーム部材２００との間に生じる隙
間から異物が混入することを防ぎ、さらに、ＰＣＭの接続端子２１０および電池セル１０
０の電極端末１５０、１５２は絶縁フィルム３００によって保護される。
【００６１】
　このようにして、コンパクトで薄い小型電池パックを製造することができる。
【００６２】
　以上では、説明のため、本発明の好ましい態様を述べてきたが、本発明の属する技術分
野において通常の知識を有する者にとっては、上記の内容に基づき、ここで記す請求項で
開示される本発明の範囲と本質から逸脱しない種々の応用、変形、補足、代替が可能であ
ることは明白である。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　上記から明らかなように、本発明の電池パックは望ましい強度と所望の強度を有し、同
規格レベルで比較して大きな容量を有するものである。さらに、この電池パックは簡単な
組み立て工程で製造可能であるので、製造コストを低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】パウチ型電池を内部に装着した従来の電池パックの見取り図である。
【図２】図１に示した従来型電池パックの分解見取り図である。
【図３】本発明の好ましい態様である電池パックに好ましく用いられるパウチ型電池の一
例の正面図である。
【図４】図３の電池を用いた、本発明の好ましい態様である電池パックを製造する工程を
、一般的に示した見取り図である。
【図５】図３の電池を用いた、本発明の好ましい態様である電池パックを製造する工程を
、一般的に示した見取り図である。
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【図６】図３の電池を用いた、本発明の好ましい態様である電池パックを製造する工程を
、一般的に示した見取り図である。
【符号の説明】
【００６５】
１０、５００　電池パック
２０　電池セル
３０　パックケース本体
４０　天板
５０　両面テープ
１００　パウチ型電池
１００ａ、１００ｅ　外側被覆層
１００ｂ　バリアー層
１００ｃ　内部封止材層
１００ｄ　最外層
１１０、１２０，１３０　封止部
１４０　受設部
１５０、１５２　電極端末
１６０　封止部の重なり部分
２００　フレーム部材
２１０　接続端子
２２０　外部出入力端子
２３０　テスト点
２４０　小窓
２５０　小孔
３００　絶縁フィルム
４００　保護フィルム
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【国際調査報告】
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